
広
報６

№ 291

2 0 1 7

June

M i s h i m a 　 T o w n 　 P u b l i c 　 R e l a t i o n s

福 島 県
大 沼 郡
三 島 町

三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。
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デ
ミ
ー
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講
！



農山村生活と生活工芸技術を学ぶ

　

生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
開
講

式
は
５
月
９
日
に
生
活
工
芸
館

で
行
わ
れ
︑
女
性
４
名
が
ア
カ

デ
ミ
ー
１
期
生
と
し
て
入
講
し

ま
し
た
︒

　

式
で
は
矢
澤
町
長
が
﹁
町
民

と
交
流
し
な
が
ら
１
年
間
︑
も

の
づ
く
り
に
励
ん
で
も
ら
い
た

い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
︑
五
十
嵐

健
二
町
議
会
議
長
︑
五
十
嵐
三

美
町
生
活
工
芸
運
動
友
の
会
長

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
︑
青
木

基
重
奥
会
津
編
み
組
細
工
伝
統

工
芸
士
会
長
が
激
励
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
︒

　

ア
カ
デ
ミ
ー
生
は
︑
来
年
３

月
ま
で
浅
岐
地
区
の
住
居
で
共

同
生
活
を
送
り
︑
編
み
組
細
工

や
農
業
を
学
ぶ
と
と
も
に
︑
地

区
の
行
事
等
へ
の
参
加
を
通
し

て
町
民
と
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
︑町
で
生
活
し
て
い
き
ま
す
︒

町
民
の
皆
さ
ま
も
町
内
で
ア
カ

デ
ミ
ー
生
を
見
か
け
た
際
は
︑

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
︒

生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
に

　
　
　
　

    

４
名
が
入
講

三
島
町
で
生
活
す
る

　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
に

　

生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
は
︑

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
﹁
三

島
町
生
活
工
芸
村
構
想
﹂
に
基

づ
き
︑
も
の
づ
く
り
精
神
の
醸

成
と
生
活
工
芸
技
術
の
継
承
に

向
け
︑
も
の
づ
く
り
の
担
い
手

育
成
と
山
村
で
の
自
活
モ
デ
ル

づ
く
り
を
目
指
し
開
講
さ
れ
た

も
の
で
す
︒
ア
カ
デ
ミ
ー
生
は

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
や
ヒ
ロ
ロ
︑
マ
タ

タ
ビ
細
工
の
実
技
や
材
料
の
採

取
と
栽
培
︑
町
の
歴
史
や
生
活

工
芸
運
動
の
成
り
立
ち
な
ど
の

座
学
︑
そ
の
他
に
も
農
作
業
や

郷
土
料
理
体
験
に
よ
り
山
村
で

の
生
活
を
学
び
ま
す
︒
ま
た
︑

も
の
づ
く
り
を
軸
に
し
た
︑
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
︑
関
心

の
あ
る
分
野
ご
と
に
︑
技
術
︑

知
識
に
応
じ
て
学
べ
る
︑
町
民

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
︑

担
い
手
の
育
成
を
図
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
町
で
は
ア
カ
デ

ミ
ー
生
が
卒
業
後
も
町
で
生
活

し
て
い
く
仕
組
み
を
整
え
︑
今

後
の
定
住
の
促
進
と
︑
も
の
づ

く
り
の
担
い
手
の
確
保
に
向
け

て
取
り
組
み
︑
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
︒

あいにくの雨天にもかかわらず笑顔あふれる大会になりました
　

桐
の
里
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
７
は
５
月
13
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
町

内
外
か
ら

200
名
を
超
え
る
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、

雨
天
に
よ
り
当
日
の
参
加
者

は
120
名
程
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
町
民
運

動
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
す
る
全
長
８
㎞
の
コ
ー
ス

を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩

き
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
指
導
員
の
角
田
陽
市
さ

ん
︵
大
登
︶
を
先
頭
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
少
し
ず
つ
天
候
も
回
復

し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
新

緑
の
季
節
を
迎
え
た
三
島
町

の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩
所

と
な
っ
て
い
る
桐
の
里
倶
楽

部
で
は
観
光
協
会
が
甘
酒
を
、

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
豚
汁
の
他
、

JA
山
菜
加
工
場
な
ど
町
内
３

店
舗
が
出
店
し
地
元
の
特
産

品
販
売
や
ふ
る
ま
い
が
あ
り
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
満
足
そ

う
で
し
た
。

　

桐
の
里
ウ
ォ
ー
ク
は
今
回

「生活工芸アカデミー」 開講

生活工芸アカデミー １期生の皆さん
（右の写真、左から）

坂井　  智子   さん（神奈川県）

中山　  知美   さん（新潟県）

井口　　  恵   さん（神奈川県）

髙橋   ほたる  さん（東京都）

表
紙
の
写
真
か
ら

　
︵
広
報
担
当
よ
り
︶
今
月
の

表
紙
は
生
活
工
芸
館
へ
出
発
す

る
前
に
、
ア
カ
デ
ミ
ー
生
の
皆

さ
ん
が
住
ん
で
い
る
浅
岐
地
区

の
住
居
に
お
邪
魔
し
て
撮
影
し

ま
し
た
。
三
島
で
の
生
活
に
つ

い
て
皆
さ
ん
は
「
一
ヵ
月
経
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
地
区

の
方
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
気
軽
に
会
話
す
る
姿
は
、

す
っ
か
り
地
区
の
一
員
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
や

関
係
者
の
協
力
で
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
も
健
康
維
持
と
三
島
の
美

し
い
景
色
を
堪
能
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
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燃えろ紅組　輝け白組
みんなが主役の運動会

　

平
成
29
年
度
三
島
小
学

校
・
三
島
保
育
所
合
同
大

運
動
会
は
、
５
月
20
日
に

三
島
小
学
校
校
庭
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
雲
一

つ
な
い
青
空
の
下
「
燃
え

ろ
紅
組　

輝
け
白
組　

み

ん
な
が
主
役
の
運
動
会
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
、
三
島

小
の
児
童
た
ち
、
そ
し
て

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
元
気

い
っ
ぱ
い
競
技
に
参
加
し
、

歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
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町民記者通信

大谷地区の今をお届けします
諏訪典子さん（大谷）を町民記者に委嘱

大石田グランドゴルフクラブがグラウンド整備 / 福一満そばクラブ第１回活動  
文・写真　中兵一郎さん（大石田）

　鬼子母神例大祭は、５月５日、西方地区の西隆寺と岩倉山本堂で行わ
れました。鬼子母神堂は標高５００メートルの岩倉山頂上にあり、明治
初めに地元の庄屋が建立したと言われています。今年も安産や子どもの
健やかな成長を願い、町内外から多数の参拝客が訪れました。小さい子
は親に手を引かれ、まだ歩けない幼い子は親に背負われて、険しい山道
を登り参拝する習わしが受け継がれています。また、大神楽の一団が例
大祭にあわせて地区内を回りました。恒例の場所となっている西隆寺境
内とふるさとセンター前で神楽を披露し、大勢の観客を魅了しました。

ボランティア桧原   文・写真　佐々木邦雄さん（桧原）

　５月７日午前８時より、ボランティア桧原が地区周辺の国県及び町道
の清掃を行いました。美しい町の景観維持のため毎年行われており、今
年は２３名の参加者が３班に分かれ約４km の道路沿いのゴミを拾いま
した。今年は今までになくゴミが少なく、運転手のマナーが向上したの
では、と会員皆で安心しました。また午後６時より総会が開催され、全
項目が承認されました。その後の懇親会では会員同士の親睦を深める
と同時に、会員の皆様の活動継続に向けた強い思いを感じました。

大谷健康を守る会   文・写真 　諏訪典子さん（大谷）

　５月３日、大谷グランドにおいて、毎年恒例の輪投げ大会と花
見が行われました。今年は天候もよく、大勢の参加があり、会長
のあいさつに続いてラジオ体操を行いました。輪投げ大会は４組
に分かれて３回戦を行い、楽しく競技することができました。
　引き続き、満開の桜の下で花見が行われ、時間が過ぎるのも忘
れ楽しい一日を過ごし親睦を図ることができました。

　５月２２日、大谷地区担当の町民記者に、諏訪典子さんを委
嘱しました。後日、さっそく記事を寄稿していただきました。
今後、大谷地区の情報にもご注目ください。
　なお、今回の委嘱で町民記者は１３名となり、引き続き各担
当地区の多種多様な情報をお届けします。

新

　４月３０日、ボランティアこぶしの会総会が行われ、会員の決議
により、今年度の活動が始まりました。
　総会終了後は滝原スノーシェッドから早戸スノーシェッドの入り
口まで国道沿いのゴミを拾いました。分別したゴミはそれぞれ３袋
ずつになりました。終了後はお弁当を食べ親睦を深めました。

観音講総会開催    文・写真　佐々木邦雄さん（桧原）

　4 月９日正午より、桧原地区の観音講総会が地区集会所で行われ、
会員２０名が参加しました。役員２名と当番員３名が、早朝より厨子
と観音仏像２体を設置し、生花等の飾りを準備しました。正午より観
音様の慈悲（人々をあわれみ、楽しみを与え、苦しみを取り除くこと）
をいただきながら、感謝のご詠歌をあげ、その後総会に移り、全項目
が承認されました。総会終了後の直会では会員同士の親睦を深め、楽
しいひとときを過ごしました。

棚田お田助オーナー　文・写真　菅家壽一さん（間方）

　５月２１日、宮ノ前地区において、オーナーとそのご家族ご友人、そ
してお田助隊による田植えが行われました。近年、高齢化等により、荒
れた田んぼが増え、美しい里山の景観が損なわれつつあります。そこで、
地区外の方々の力をお借りして、楽しみながら美しい景観を守っていた
だき、自分で作った美味しいお米を食べていただくものです。この日は、
県内外から１８名がかけつけ、ひとめぼれやマコモダケを約４反分、賑
やかに田植えし、美しい景観も維持することができました。また、伝統
食研究家の平出美穂子先生が炎天下の中、色々な種類の天ぷらを揚げて
くださり、お蕎麦とともに味わいました。稲刈りと稲扱きも、多くの方
に「お田助け」いただく予定です。

ボランティアこぶしの会 総会及びゴミ収集
　　　　　　　　　　　　　文・写真　佐久間絹江さん（滝原）

「田んぼの学校」三島小学生が田植え
　　　　　　　　　　　  文・写真　小島純さん（宮下）

　５月２３日、三島小児童が地区の水田にうるち米を栽培する ” びおた
ん交流事業 ” の「田んぼの学校」の田植えが行われました。１年生から
５年生までの２９名が、びおたんクラブ（会長：目黒政寿さん）の皆さ
んの指導を受け田植えに挑戦。ぬかるむ田んぼに悪戦苦闘しながらも、
一生懸命作業しました。児童からは「泥に足をとられて大変だった」「難
しかったけど楽しかった」「来年はもっと上手に植えたい」との声があ
りました。秋の収穫作業を楽しみにしつつ、作業を終えました。

平成２９年度三島町商工会第５６回総会
文・写真 　小島純さん（宮下）

　５月２３日、平成２９年度三島町商工会第５６回総会が、商工会館で行われま
した。佐久間源一郎商工会長のあいさつの後、町内事業所３社５名の方が永年勤
続優良従業員表彰（１１年、１２年、１４年、３８年は２名）を受け、会長より表彰
状と記念品が手渡されました。来賓祝辞の後、議事に入り、全６議案がすべて承
認され、今年度のスタートを切りました。商工業、観光振興事業、青年部、女性
部などの発展と地域振興を願い、無事総会を終えました。

　5 月１４日、福一満そばクラブが今年度の活動を開始しました。オーナー
と会員の皆さんは、午前中は美坂高原にて山菜を採取し、天ぷらにして
食しました。午後はじゃがいもと里芋の植え込みを、大収穫を楽しみに
和気あいあいと作業しました。

　5 月４日、大石田グラウンドゴルフクラブ会員２８名が旧大石田分校の
グラウンドで整備作業を行いました。枯れ葉、枝の撤去、砂入れ、加圧、
除草剤の散布や落下防止柵の設置などを行いまいた。今年度も健康維持
と親睦を目的に、毎週火、土曜日午後１時からゲームを行います。

子どもの成長願い両手合わせる 文・写真   本名与四郎さん（西方）

※苗は小松正信さん（西方）より提供していただきました
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 17 回

　

も
し
︑ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
︒

☎
︵
52
︶
２
１
６
５

　

春
の
ゼ
ン
マ
イ
採
り
は
︑
経
済
的
に
暮
ら
し
を
支

え
る
だ
け
で
は
な
く
︑﹃
山
を
手
分
け
﹄
す
る
と
い

う
︑
地
区
の
社
会
的
な
運
営
の
在
り
方
も
感
じ
さ
せ

ま
す
︒

　

今
回
は
浅
岐
の
角
田
優
さ
ん
︵
昭
和
六
年
生
ま

れ
︶
に
お
聞
き
し
た
︑
昭
和
二
十
四
年
頃
か
ら
昭
和

三
十
六
～
三
十
八
年
頃
の
ゼ
ン
マ
イ
採
り
に
関
す
る

あ
れ
こ
れ
を
︑
話
し
言
葉
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
︒

　
﹁
俺
た
ち
み
た
い
に
山
を
歩
い
た
人
は
い
な
い
︒
あ

の
頃
は
︑
ゼ
ン
マ
イ
採
り
し
か
な
か
っ
た
︒
そ
の
当

時
は
︑み
な
︑﹃
山
を
手
分
け
﹄し
た
︒
お
め
え
は
こ
こ
︑

俺
は
こ
こ
に
行
く
か
ら
と
︒
う
ん
と
仲
良
く
︑
そ
う

い
う
ふ
う
に
皆
と
決
め
て
か
ら
山
登
っ
た
か
ら
︑
採

れ
な
か
っ
た
︑﹃
ま
ぐ
れ
た
﹄
っ
て
い
う
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
︒　

　

五
月
に
な
っ
た
ば
っ
か
り
の
こ
ろ
の
︑
春
の
早
い

う
ち
は
︑
浅
岐
の
下
流
の
ア
シ
沢
と
カ
ラ
ッ
沢
で
ゼ

ン
マ
イ
採
れ
た
︒
そ
の
後
に
採
れ
た
の
は
ワ
ン
沢
で
︑

六
月
十
四
日
頃
ま
で
通
っ
た
︒
田
植
え
時
ま
で
︑
無

理
し
て
ゼ
ン
マ
イ
採
り
に
歩
い
た
︒

　

男
ゼ
ン
マ
イ
っ
て
あ
る
︒
普
通
採
る
の
は
女お
な
ご子
ゼ

ン
マ
イ
︒
女
子
ゼ
ン
マ
イ
だ
け
採
っ
て
︑
男
ゼ
ン
マ

浅
岐
の
ゼ
ン
マ
イ
採
り
　（
浅
岐
地
区
）

イ
は
全
部
残
す
︒
取
り
方
も
色
々
あ
る
︒﹃
ふ
う
け

な
い
﹄
う
ち
に
︑
余
り
伸
び
す
ぎ
て
し
ま
う
と
駄
目

だ
か
ら
っ
て
︑
四
︑五
寸
に
な
っ
た
と
こ
ろ
︑
根
元
か

ら
採
る
︒

　
﹃
メ
メ
ク
リ
﹄
っ
て
︑
小
っ
ち
ゃ
い
の
は
採
ら
な

い
︒
ち
ょ
う
ど
良
く
な
る
ま
で
伸
ば
し
て
お
く
︒
毎

日
行
っ
た
っ
て
だ
め
︒
一
日
か
︑
二
日
お
き
く
ら
い

だ
と
良
か
っ
た
︒

　

ゼ
ン
マ
イ
で
ヒ
ト
コ
シ
︵
一
腰
︶
っ
て
の
は
︑
腰

に
付
け
た
カ
ゴ
に
採
っ
た
ゼ
ン
マ
イ
を
入
れ
て
︑
付

け
て
い
ら
ん
に
ぃ
ぐ
ら
い
重
く
な
っ
た
も
の
︒
ヨ
ッ

︵
四
︶
コ
シ
く
ら
い
で
背
負
う
︒
タ
メ
カ
ゴ
に
ヨ
ッ
コ

シ
か
イ
ツ
︵
五
︶
コ
シ
ぐ
ら
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
︒

  

カ
ゴ
の
詰
め
方
も
色
々
あ
っ
て
︑
平
た
い
ら

か
ら
盛
り
上

げ
て
積
ん
で
︑
シ
バ
を
立
て
て
荷に
づ
く作

っ
た
︒
シ
バ
を

立
て
な
い
で
背
負
う
方
法
な
い
か
考
え
て
︑
カ
ゴ

の
ク
チ
バ
タ
ま
で
た
く
さ
ん
入
る
よ
う
に
し
た
ら
ム

︵
六
︶
コ
シ
ま
で
入
る
︒

　

そ
の
大
き
な
カ
ゴ
は
稲い
な
わ
ら藁
で
作
っ
た
︒
当
時
は
︑

ヒ
ロ
ロ
︵
ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ
︶
で
は
蓑み
の

く
ら
い
し
か

作
ら
な
か
っ
た
︒
お
ら
家い

の
祖
父
︑
爺
様
︑
ト
モ
爺

様
は
ヒ
ロ
ロ
を
使
っ
た
︒
今
で
も
ヒ
ロ
ロ
で
作
っ
た

ナ
ワ
カ
ゴ
が
あ
る
︒

　

そ
の
当
時
の
こ
と
思
い
出
し
て
み
る
と
︑
一
日
平
均
︑

干
し
ゼ
ン
マ
イ
で
一
貫
三
百
目
︵
匁
も
ん
め
︶
く
ら
い
採
っ
た

年
も
あ
る
︒
干
し
て
一
貫
目
の
ゼ
ン
マ
イ
と
い
う
と
︑

綿
と
っ
た
り
︑
干
し
た
り
で
︵
軽
く
な
る
の
で
︶
十
貫

目
以
上
の
ゼ
ン
マ
イ
を
採
る
必
要
が
あ
る
︒︵
毎
年
︶

三
十
五
・
六
日
︑
ゼ
ン
マ
イ
採
り
に
歩
っ
た
︒
こ
ん
な
に

採
れ
た
っ
た
の
な
︒
だ
か
ら
当
時
は
い
い
カ
ネ
︵
現
金

収
入
︶
に
な
っ
た
︒﹂

文　

三
島
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員　
　

菅
家　

博
昭

ゼンマイ干しの様子

●今月のおすすめ

●新着本の紹介　

（児童書）『かあちゃん取扱説明書』
著者：いとう　みく

題　　名 著　　者
   地球をほる 川端　　誠
  どうするどうするあなのなか きむら　ゆういち
  夜は短し歩けよ乙女 森見　登美彦
  ひるね姫～知らないワタシの物語～ 神山　健治
  阪急電車 有川　　浩
  うつヌケ   ～うつトンネルを抜けた人たち～ 田中　圭一

　主人公の哲也くんはいつもかあ
ちゃんに怒られてばかり。そこで「か
あちゃん取扱い説明書」を作って、
かあちゃんを思い通りに動かして怒
られないように試行錯誤しますが
……

町民センターゆめぽけっと

図書のご案内

　○利用時間
　　㊊～㊏　　午前９時～午後９時
　　㊐・祝日　午前９時～午後５時

　○お休み
　　年末年始
　　　問公民館　☎（４８）５５９９

　下記の雑誌を毎月購読しています。
　　ひよこクラブ・たまごクラブ・
　　山と渓谷・オレンジページ・壮快・
　　Ｎｕｍｂｅｒ

健康で元気な毎日！
vol.5

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５

１年に１回の健康チェック！

特定健診、がん検診を受けましょう！

―総合健診（検診）が６月１４日から始まります―

　町では「病気になる前にリスクを見つけ予防する健診」をめざし、充実した内容の健診、健診後の保健指導に
力を入れております。6 月１４日㊌～１６日㊎、１８日㊐に総合健診（検診）を行います。ぜひ受診してください。

今月は「特定健診」に
ついてお知らせします

　特定健診は４０～７４歳の町民の方が責任をもって受診することになっ
ています。また、医療機関で治療中の方でも健診を受けることが勧められ
ています。特定健診を受診するメリットは何でしょうか。

　特定健診のココがスゴイ！

『自覚症状のない生活習慣病を予防できるのは健診だけ』
病気になってからでは遅い！健診では、今後どのような病気を発症するか予測できます。その段階で治
療や、生活改善を！

『健診の後は無料で健康や体重減少のサポートが受けられる保健指導までセットで行います』
２７年度の特定健診で高血糖、高血圧、脂質異常で、保健指導を受けた方のうち５０．７４％の方が
２８年度健診で数値改善を達成しています。健診を受けた後は、保健指導も行いますので、希望する場
合はご連絡ください。

『みんなで受ければみんなの保険料が安くなる！』
１人でも多くの人が健診を受け病気にかかる人が少なくなると、国民健康保険税（介護保険料）の負担
も少なくなります。（三島町の平成 2 ７年度の特定健診受診率は６７．３％で、県内 4 位でした。）

健診受診者の
生活習慣病治療費
健診 ”未” 受診者の
生活習慣病治療費

0 10,000 20,000 30,000 （円）

健診を定期的に受けている人は医療費が安く済みます！

11,844 円

28,469 円

年間 16,625 円の節約に！ ※特定健診の受診有無
と生活習慣病治療にか
かっているお金（平成
27 年度国保保険者の
データ）

１

2

3

県立移動図書館「あづま号」より、多くの図書
をお借りしていますのでぜひご利用ください。
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【平成 29 年度　宮下病院「心ある医療」出前講座のご案内】
　県立宮下病院では、地域の方々との交流を深め、皆さまに信頼される病院運営に向けた取り組みの一つとして、平成 20 年
より「心ある医療出前講座」を開催しております。
　この「出前講座」は宮下病院の医療スタッフが直接、皆さまの元へお伺いして、病気の予防や健康増進などをわかりやすく
お話しするものです。
　皆さまの日ごろの疑問解消や興味のある分野でお役に立てれば幸いです。

№ 講座名 内容説明 所要時間 対象者 担当

１
脳卒中を知ろう、防ごう！
～予防法から最新の治療まで～
※開催日：㊊の午後 ( 応相談 )

①脳卒中の基礎知識
②脳卒中になりやすい人とは？～こんな人は要注意
③脳卒中の症状～こんな症状が出たらすぐ治療へ
④脳卒中の治療～最新の治療を交えて
⑤脳卒中の予防

40 分

地域住民
( ※会場は、宮下
病院会議室にな

ります。)

医師

2 高齢者の転倒予防・寝たきり予防
～いつまでも、足・腰元気！！～

①なぜ転倒が寝たきりの原因になるのか
②骨粗しょう症とは？また、ならないために
③転ばないようにするにはどうしたらよいか
④転ばない足・腰をつくるための体操

40 分 高齢者 看護師

3 腰痛、膝痛の原因
～若がえりのための体操～

①腰痛、膝痛はなぜ起こるのか
②腰痛、膝痛予防のための体操 30 分

腰・膝の痛い方
腰痛、膝痛を予
防したい方

看護師

4 高血圧予防教室
～簡単な血圧予防のお話です～

①高血圧の基礎知識
②生活のポイント
③家庭での血圧測定のポイント

30 分 成人 看護師

5 いつまでも元気に
～「新老人の会」３つのスローガン～

①いつまでも元気に生活する心の持ちようについて
②気軽にできる体操
③脳の活性化と転倒しないための運動

40 分 地域住民 看護師

6 いつまでも元気に
～健康は食べることから～

①何から食べると良いか
②どんなものを食べると良いか 40 分 地域住民 看護師

7 生活習慣病ってどういうこと？
～ちょっぴり運動を続けよう～

①日常生活における食事と運動
②脂肪を減らして心臓病予防
③減塩で高血圧予防
④あなたの血管年齢を測定します　等

40 分 地域住民 看護師

8 生活習慣病
～肥満について～

①肥満とは
②肥満は何が恐いか
③肥満を防ぐ日常生活とは

40 分 地域住民 看護師

9 生活習慣病
～糖尿病を知ろう！防ごう！～

①糖尿病ってどんな病気
②予防について
③糖尿病の恐いところと恐くないところ

40 分 地域住民 看護師

10 生活習慣病
～脂質異常症ってなあに～

①脂質異常症の診断基準
②原因・治療・注意事項 40 分 地域住民 看護師

11 感染予防のための正しい手洗い・うがい
①秋から冬にかけて流行する感染症とその予防方法について
②インフルエンザなど
③正しい手洗いうがいについて説明、実際に行う

40 分 地域住民 看護師

12 笑いと健康
～笑って健康になろう～

①なぜ笑うと良いか
②実際に笑ってみよう 40 分 地域住民 看護師

13 認知症
～不安を安心に変えるために～

①認知症とは
②物忘れと認知症の違い
③認知症への対処方法

40 分 地域住民 看護師

14 お薬の正しい知識
～お薬との上手なつきあい方・使い方～

①薬の正しい飲み方 ( 服用方法・服用時間 )
②薬の剤形ごとの特徴とその使い方
③薬の正しい保管の方法
④薬を安全に使用するために

40 分 地域住民 薬剤師

15 お薬の正しい知識
～お薬に関するＱ＆Ａ～ 薬に関するＱ＆Ａをご紹介します。 30 分 地域住民 薬剤師

16 元気を作る食習慣
～バテない食事とは？～

①元気に活動するための食事
②効果的な水分補給
③疲労回復の食事

40 分 地域住民 栄養士

17 低栄養を防ぐ
～美味しく、楽しく食べる習慣を～

①低栄養状態のセルフチェック
②食生活のポイント
③噛む力や飲み込みの機能が低下している場合の調理の工夫

40 分 地域住民 栄養士

18 便秘予防と食事
～おいしく食べてスッキリ快便～

①便秘の原因について
②朝、昼、夕３食食べましょう
③食物繊維をバランスよく食べましょう
④乳酸菌とビフィズス菌

30 分 地域住民 栄養士

19
減塩食にトライ
～あなたが普段どのくらい塩分を摂ってい
るかご存知ですか？～

①簡単な塩分チェック方法
②食塩量ランキングクイズ
③塩分を減らすための方法
④おいしい減塩レシピ ( 乳和食 )

40 分 地域住民 栄養士

20 病気にならないためにできること
～尿路感染予防策、肺炎予防策と対応～

①尿路感染症とは……
　症状と予防策をわかりやすく説明します。
②肺炎、誤嚥性肺炎予防方法……
　咳がある場合どうすればよいか

30 分
～

60 分

施設利用者
地域住民

感染対
策室

21 施設における感染対策
～病気を広げないためにできること～

①感染とは
②感染成立の連鎖について
③感染対策について
④接触、飛沫予防策が必要な疾患について

30 分
～

60 分
施設職員 感染対

策室

上記講座以外でご希望があればご相談ください

○出前講座メニュー　一覧

○申込み及び問い合わせ先：県立宮下病院　事務部「出前講座担当」　TEL 0241-52-2321 ／ FAX 0241-52-3133

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

活
動
報
告

外
国
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
で
し
た

の
で
︑
日
本
の
昔
か
ら
の
街
並
み

や
風
景
を
残
し
た
場
所
が
と
り
わ

け
美
し
く
見
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
︒
郡
山
に
戻
っ
た
後
︑
偶
然

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
見

つ
け
た
の
で
︑
思
い
切
っ
て
応
募

し
て
み
た
と
こ
ろ
︑
採
用
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
︒

　

三
島
で
の
生
活
は
静
か
で
穏
や

か
で
す
︒
以
前
住
ん
で
い
た
東
京

や
ロ
ン
ド
ン
で
は
ど
こ
に
で
も
人

が
い
て
︑
静
か
な
場
所
は
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
私
は
景

観
の
良
い
静
か
な
所
で
散
歩
し
た

り
︑
ぼ
ぅ
っ
と
す
る
こ
と
が
好
き

な
の
で
︑
三
島
の
静
け
さ
を
気
に

入
っ
て
い
ま
す
︒
三
島
の
豊
か
な

　

み
な
さ
ま
︑
は
じ
め
ま
し
て
︒

　

平
成
29
年
５
月
に
三
島
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
松
崎
で
す
︒
出
身
は
郡
山

市
で
す
が
︑
高
校
卒
業
後
は
帰
省

の
時
期
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
福
島

に
戻
る
こ
と
は
な
く
︑
高
校
生
の

と
き
の
記
憶
で
福
島
の
印
象
が
止

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
︑
こ
れ
か
ら

新
し
く
福
島
や
奥
会
津
の
魅
力
を

知
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
︒

　

三
島
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
た
理
由
は
︑
率
直
に
い
っ

て
し
ま
え
ば
﹁
な
り
ゆ
き
﹂
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒
父
と
一
緒
に
奥
会

津
の
観
光
を
し
て
い
た
と
き
︑
美

し
い
町
だ
な
︑
と
思
い
ま
し
た
︒

Vol.3

歴
史
・
民
俗
調
査
及
び
振
興
担
当　

松
﨑　

大ひ
ろ

︵
１
年
目
︶

【

】
町史編さんのため、調査研究を行っていきます

自
然
を
満
喫
す
る
た
め
に
も
︑
山

登
り
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い

で
す
︒

　

現
在
は
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ

内
の
︑
町
史
編
さ
ん
室
に
勤
め
て

い
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
三
島
町
誌
に

お
け
る
生
活
史
や
集
落
史
の
調
査

研
究
の
た
め
︑
ぜ
ひ
町
民
の
方
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
︒
私
の
も
と

も
と
の
専
門
は
国
際
関
係
史
で
す

の
で
︑
民
俗
学
や
日
本
の
地
方
史

を
調
査
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験

に
な
り
ま
す
︒
ま
だ
右
も
左
も
わ

か
ら
な
い
状
況
で
す
の
で
︑
み
な

さ
ま
に
一
か
ら
様
々
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
︒

５月１日付で地域おこし協力隊に着任しました

６ 24 ( 土 ) 新月
美坂高原  17：30 ～ 22：00
※雨天時は「交流センター山びこ」で行います

入  場  料  1,000 円
           500 円分の食券つき

●持ち物
　ヨガマット（無料貸し出しあり、要予約）｜タオル
　| ウェア｜飲み物（会場内販売あり）

●主催・お問い合せ
　三島町地域おこし協力隊　TEL 0241-48-5533
　　　　　　　　　　　　　　（地域政策課内）

美坂高原で究極の癒しを体験
17：30　開場
18：00　オリエンテーション
19：00　ヨガ教室

20：00　星空観賞会
※開始 30 分は照明を落とします。

21：00　天の川鑑賞
22：00　閉場

17：30　開場17：30　開場
18：00　オリエンテーション18：00　オリエンテーション18：00　オリエンテーション18：00　オリエンテーション
19：00　ヨガ教室19：00　ヨガ教室19：00　ヨガ教室19：00　ヨガ教室

20：00　星空観賞会20：00　星空観賞会20：00　星空観賞会20：00　星空観賞会
※開始 30 分は照明を落とします。※開始 30 分は照明を落とします。

21：00　天の川鑑賞21：00　天の川鑑賞21：00　天の川鑑賞21：00　天の川鑑賞
22：00　閉場22：00　閉場

日没

土星・木星

天の川

詳細は地域おこし協力隊 Facebook をご覧ください。
https://www.facebook.com/events/1847416202175797
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区　分 管　内 三島町

空 き 巣 ね ら い １

忍 び 込 み

出 店 荒 ら し

自 動 車 盗

自 転 車 盗 ２

ひ っ た く り 1

街 頭 犯 罪 合 計 ４ 0

全 刑 法 犯 34 2

※
全
刑
法
犯
に
は
街
頭
犯
罪
以
外
︵
器
物
損
壊
︑

暴
行
︑
傷
害
︑
万
引
き
︑
詐
欺
な
ど
︶
の
犯
罪

発
生
件
数
が
含
ま
れ
ま
す
︒

※
右
記
発
生
件
数
は
︑
平
成
29
年
1
月
1
日
か

ら
の
累
計
数
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

街
頭
犯
罪
発
生
件
数
︵
平
成
29
年
４
月
30
日
︶

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

JK
ビ
ジ
ネ
ス
・
AV
出
演
強
要
に

つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か

「
モ
デ
ル
・
ア
イ
ド
ル
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
、
性
行
為
を
強
要

さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す

▼  

事
例

　

①
AV
出
演
強
要
被
害

　
　

芸
能
事
務
所
な
ど
を
装
い
、
モ
デ
ル
や

　
　

ア
イ
ド
ル
に
な
ら
な
い
か
と
勧
誘
さ
れ
、

　
　

強
引
に
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
に
出
演
さ
せ

　
　

ら
れ
た
り
、
出
演
を
拒
否
す
る
と
高
額

　
　

な
違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
。

　

②
JK
ビ
ジ
ネ
ス
被
害　

　
　

SNS
で「
学
校
帰
り
に
制
服
で
お
客
様　
　

　
　

と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
だ
け
」な
ど
と
い
う

　
　

バ
イ
ト
募
集
を
見
つ
け
、
店
に
行
く
と

　
　

服
を
脱
ぐ
よ
う
に
言
わ
れ
性
行
為
を
強

　
　

要
さ
れ
た
り
、
服
を
脱
が
さ
れ
裸
の
写

　
　

真
を
撮
ら
れ
た
。

▼  
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

①
「
モ
デ
ル
や
ア
イ
ド
ル
に
な
ら
な
い
か
」

　
　

と
勧
誘
さ
れ
た
ら
、
名
刺
や
事
務
所
名

　
　

を
確
認
し
、
家
族
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
怪
し
い
勧
誘
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

　
　

し
ょ
う
。

　

③
簡
単
な
仕
事
で
高
収
入
な
ど
と
い
っ
た
ア

　
　

ル
バ
イ
ト
募
集
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

 

社  

会  

福  

祉  

協  

議  

会  

よ  

り 

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

  

㉄
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL
︵
52
︶
３
３
４
４

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

６
月
15
日
㊍　

午
前
10
時
か
ら

町
民
セ
ン
タ
ー

自
転
車
盗
に

　
　
　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

昨
年
中
は
15
件
の
自
転
車
盗
が
発
生
し
ま

し
た
。
４
・
５
・
８
月
に
多
く
発
生
し
、
駅
前

の
駐
輪
場
だ
け
で
な
く
、
自
宅
の
敷
地
内
か

ら
盗
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
被
害
自
転
車
の
ほ
と
ん
ど
が
無

施
錠
で
し
た
。

▼  

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

①
確
実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
鍵
を
も
う
一
つ
と
り

　
　

つ
け
る
な
ど
、
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
心
掛
け

　
　

ま
し
ょ
う
。

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政

を
支
え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
受
験
資
格

　

１
．
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
高
校
卒
業

　
　
　

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

　

２
．
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　
　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
　
　

平
成
29
年
６
月
19
日
㊊
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
６
月
28
日
㊌
ま
で

○
受
験
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
と
す
る
。
な
お
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め
な
い
場
合　

　

は
、
左
記
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
る
。

○
第
１
次
試
験
日

　
　
　

平
成
29
年
９
月
３
日
㊐

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
先

　

国
家
公
務
員
試
験
採
用N

AVI

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

●
連
絡
先
・
問
い
合
せ
先

　

・
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
　

TEL
０
２
２
︲
２
６
３
︲
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
内
線
３
２
３
６
︶

　

・
人
事
院
東
北
事
務
局

　
　
　

TEL
０
２
２
︲
２
２
１
︲
２
０
２
２

国
家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

　
　
　
　
（
高
卒
程
度
）
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

●
訓
練
生
募
集
！

　

短
期
デ
ュ
ア
ル
訓
練　

機
械
も
の
づ
く
り

　

コ
ー
ス　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス

①
募
集
期
間

　

平
成
29
年
６
月
９
日
㊎
か
ら

　
　
　
　

   

平
成
29
年
７
月
10
日
㊊
ま
で

②
募
集
定
員　

９
名

③
訓
練
期
間

　

平
成
29
年
８
月
１
日
㊋
か
ら

　

平
成
30
年
１
月
31
日
㊌
ま
で︵
６
ヵ
月
間
︶

④
対
象
者

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い

　

る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い

　

と
判
断
さ
れ
た
方

⑤
受
講
料　

無
料

⑥
選
考
日

　

平
成
29
年
７
月
18
日
㊋　

午
前
９
時

●
施
設
見
学
会︵
職
業
訓
練
っ
て
、な
に
︙
？
︶

　

平
成
29
年
６
月
の
毎
週
月
曜
日

　
︵
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日
︶

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

　

・
い
ま
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
︵
職
業
能
力
︶

　

に
プ
ラ
ス
し
て
、
新
た
な
技
能
習
得
の
た

　

め
の
職
業
訓
練
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

　

だ
く
説
明
会
で
す
。
ま
た
、
施
設
見
学
会

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
体
験
も

　

受
け
ら
れ
ま
す
。

●
訓
練
生
募
集
及
び
施
設
見
学
に
関
す
る
お

　

問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

TEL
０
２
４
２
︲
︵
26
︶
︲
０
５
２
０

    

FAX
０
２
４
２
︲
︵
26
︶
︲
１
５
８
５

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

（
ご
遺
志
に
よ
る
も
の
）

小
　
柴
　
治
　
紀
　
様(

西
　
方
）

五
十
嵐
　
清
　
人
　
様(

大
石
田
）

齋
　
藤
　
茂
　
幸
　
様(

宮
　
下
）

（
一
般
の
ご
寄
附
）

山
び
こ
友
の
会
　
様

　　　　In
fo

rm
a
tio

n

～　

情　

報　

配　

信　

～

㊟住民基本台帳による数値です。増減数は
前月との比較、出生・死亡・転入・転出は
前月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町
の
人
口
と
世
帯（
５
月
１
日
現
在
）

人口 ₁︐₆₉₁

増減

₂ 出生 ₁

男 ₈₂₆ ︲₁ 死亡 ₂

女 ₈₆₅ ₃ 転入 ₁₂

世帯 ₇₈₂ ₄ 転出 ₉

　

町　

か　

ら　

お　

知　

ら　

せ

(

５
月
届
出
：
敬
略
称)

※
掲
載
を
希
望
す
る
方
も
さ
れ
な
い
方
も
︑
各

種
手
続
き
時
に
﹃
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
﹄

に
記
載
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

㉄
総
務
課
総
務
係　

TEL
︵
48
︶
５
５
１
１

【
納
期
限
　
６
月
30
日
】

▼
町
県
民
税(

普
通
徴
収)

　
　
忘
れ
ず
に
納
付
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　

㉄
町
民
課
町
民
係　

TEL
︵
48
︶
５
５
５
５

末
永
く
お
幸
せ
に

今
月
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

㉄
福
島
県
会
津
坂
下
警
察
署 

生
活
安
全
係

　
　
　

TEL
０
２
４
２
︲
︵
83
︶
︲
３
４
５
１

 

６
月
分
納
税
の
ご
案
内

火事・救急・救助は１１９番まで
　会津坂下消防署三島出張所
　ＴＥＬ　５２ ‐ ３０３２　　ＦＡＸ　５２ ‐ ３０３３

消防署からのお知らせ

平成２９年度「危険物安全週間」の実施について

平成２９年６月４日㊐～ 6 月１０日㊏までの７日間

あなたなら　無事故の着地　決められる！

　危険物安全週間は、毎年６月の第２週に全国的に実施されており、今年は 6 月４日から６月１０日までの間に
行われます。これは危険物の危険性を確認し、危険物による事故ゼロを目指す取り組みです。危険物とは　①
火災発生の危険性が大きい　②火災拡大の危険性が大きい　③消火の困難性が高いものをいいます。私たちの
身近なものでは、ガソリン・灯油・油性塗料等があります。特にガソリンは揮発性が高く、静電気でも引火し
てしまいます。静電気を除去し、タバコなどの火のついたものを近づけないように十分注意しましょう。
　また、各家庭に設置されている住宅用火災報知機のバッテリー交換期限は機種によって異なりますが、目安
はおおむね１０年ですので、いざというとき鳴らないことのないように各自点検をお願いいたします。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

  

小
　
柴
　
愛
　
子  (

85
才
・
西
方)

  

五
十
嵐
　
ミ
ヨ
子  (

90
才
・
大
石
田)

  

渡
　
部
　
栄
　
治  (

67
才
・
宮
下)

  

黒
　
田
　
フ
ミ
子  (

85
才
・
宮
下)

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

五
十
嵐
　
咲さ
く
ら良(

宮
下)

健
二
・
祐
子

　

(

名　

前)　
　

    (

地
区)　

  (

保
護
者)

板
　
橋
　
英え
い
た汰(

宮
下)

洋
平
・  

円

舟
　
木
　
蒼あ
お
ば葉(

宮
下)

孝
幸
・
和
恵
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June  2017
6

▪
発

行
　

三
島

町
　

▪
編

集
　

三
島

町
役

場
総

務
課

〒
969-7511

福
島

県
大

沼
郡

三
島

町
大

字
宮

下
字

宮
下

350　
☎

0241（
48）

5511
▪

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.m

ishim
a.fukushim

a.jp
▪

印
刷

　
三

洋
印

刷
株

式
会

社

広
報

み
し

ま
6

月
号

（
第

291
号

）
平

成
29

年
6

月
2

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

　

人
口
減
少
社
会
・
高
齢
社
会
・
限
界
集
落
・
医
療
費
の
増
大
等
の
問
題

や
課
題
が
新
聞
紙
上
等
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
︑
ご
承
知
の
通
り
で
あ

り
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
課
題
等
の
底
流
に
は
︑
社
会
が
成
長
す
る
た
め
に
︑

経
済
の
パ
イ
を
年
々
増
大
さ
せ
︑
そ
の
果
実
を
再
配
分
し
た
結
果
︑
人
口

が
増
加
し
﹁
豊
か
さ
﹂
の
持
続
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方

が
み
え
ま
す
︒

　

世
界
の
上
位
１
％
の
富
裕
層
80
人
の
総
資
産
額
が
35
億
人
の
資
産
総
額

に
匹
敵
す
る
と
の
記
事
を
読
み
︑
現
実
と
し
て
世
界
各
国
が
豊
か
さ
を
求

め
︑
こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い
る
と
き
︑
経
済
の

パ
イ
拡
大
が
本
当
に
地
域
住
民
の
豊
か
さ
を
保
証
す
る
の
か
疑
問
に
感
じ

て
い
ま
す
︒

　

限
り
あ
る
資
源
︑
現
在
の
価
値
観
で
あ
る
人
口
︑
経
済
等
へ
の
基
本
的

な
考
え
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒
経
済
拡
大
か

ら
の
﹁
価
値
の
転
換
・
成
熟
社
会
の
構
築
﹂
を
考
え
て
い
く
に
は
︑
社
会

の
構
造
全
体
の
あ
り
方
を
時
代
の
変
化
と
連
動
し
て
少
し
ず
つ
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

三
島
町
は
︑
日
本
で
は
下
か
ら
６
位
︑
福
島
県
で
は
１
位
の
人
口
の
少

な
い
町
で
あ
り
ま
す
︒
小
規
模
自
治
体
が
輝
く
た
め
に
は
︑
過
去
か
ら
何

を
学
び
︑
何
を
主
張
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
原
点
は
︑
過
去
に
編
さ
ん
し
た
﹁
三
島
町
史
﹂
や
町
の
各
種
振
興

計
画
で
あ
り
︑
ま
た
現
在
進
め
て
い
る
﹁
町
史
古
文
書
編
﹂
や
﹁
町
史
集

落
史
﹂
等
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

困
難
な
道
程
で
は
あ
り
ま
す
が
︑方
向
と
し
て
は﹁
健
康
﹂﹁
自
然
﹂﹁
環
境
﹂

そ
し
て
﹁
再
生
﹂
の
４
点
を
核
と
し
て
政
策
の
構
築
を
図
る
の
が
︑
山
村

に
生
き
る
使
命
で
あ
り
ま
す
︒﹁
健
康
﹂
で
は
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

を
縮
小
さ
せ
る
政
策
の
展
開
︒﹁
自
然
﹂
や
﹁
環
境
﹂︑﹁
再
生
﹂
で
は
自
然

環
境
を
活
か
し
た
農
林
業
の
振
興
策
や
生
活
工
芸
村
構
想
の
施
策
を
図
っ

て
い
ま
す
︒
循
環
型
社
会
の
構
築
こ
そ
山
村
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
時

代
は
︑
そ
の
方
向
に
動
い
て
い
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　
　  

町
長
日
記  

〜
足
下
の
泉
は
？
〜

№ 23

　
　
　

　
　
　

奥会津写真家集団　写好景嶺

只見線復興祈念写真展

第７回
『撮』っておきの三島町

フォトコンテスト 2017
・作品募集テーマ

「三島町の自然・人・暮らし等」
・作品募集期間

・作品展示・来場者投票受付期間

平成２９年７月５日㊌まで

平成２９年７月５日㊌～ 8 月２７日㊐

・展示会場・作品応募先
　三島町交流センター山びこ
　〒 969-7402
　福島県大沼郡三島町大字名入字
　諏訪ノ上４１８
　☎０２４１－５２－２１６５

多数のご応募・ご来場をお待ちしています

○日　時
　平成２９年６月３０日㊎まで
　午前９時～午後５時　
　（最終入館　午後 4時３０分）
○開催場所
　三島町交流センター山びこ（月曜休館）
　☎ 0241-52-2165　※入場無料
主催：三島町　三島町教育委員会　
　　　三島町交流センター山びこ
共催：奥会津写真家集団・写好景嶺　
　　　三島町写真クラブ写団道奥 21
後援：三島町観光協会　只見線つなぎ隊
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